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It is well known that there are numerous synonyms in English as there are in other languages. One of the difficulties 
non-native speakers of English learning English as a foreign language face is that it is often difficult to deal with 
words with similar meanings. For example, words like ‘referee’ and ‘umpire’ are familiar to English learners, but it 
may be difficult to instantly tell the exact difference between them. But in fact, it is very important to know the 
difference between these words when they are used in real situations. Therefore, I believe that for all students who 
are learning English as a foreign language it is vital to know the differences between the synonyms in English when 
using practical English. 
  In this paper, I would like to propose what types of synonyms and what kinds of information we Japanese learners 
of English need in Japanese-English dictionaries by examining various kinds of English synonyms.  
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1. はじめに. 
 周知のように、現在、我が国では多種多様な英和辞
典が出版されており、それぞれの辞典がそれぞれの特
徴を備えている。シノニムに関する情報や記述方法も
英和辞典によって相違点があり、ある英和辞典に記載
されている情報が別の英和辞典には記載されていない 
場合がある。つまり、シノニムに関する情報に関して
は、それを詳しく記載している英和辞典もあればそう 
 
 
でない英和辞典もある。その理由は、当然ながら、そ 
れぞれの英和辞典が設定しているレベルがそれぞれ違 
うからに他ならない。言うまでもなく、シノニムに関
する情報が豊富であればある程、英和辞典のレベルも
高い。英語を学習する際に重要であると考えられるこ
との一つは、シノニム関係にある複数の語の間に認め
られる差異を認識することである。 
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ろう。2 
 Taylor (2002:471) も完全に同じ意味のシノニム関
係にある語はあってもまれであり、夥しくあるのは 
near-synonym であるとしている。そして、全く同じ
ではないが似通った意味を持つ語が多く存在すること
を認めている。Taylor は、例えば sofa と couch を完
全にシノニム関係にあると自信をもって述べてはいな
い。また、Cruse (2011:143) も、絶対的な同義性 
(absolute synonymy) は存在しないと考えており、例
えば、sofa と settee あるいは pullover と sweater 
について、それぞれのペアがシノニム関係にあること
は認めつつも、それぞれの語が用いられるにふさわし
い文脈に差異があるとする人たちがいると述べている。
Cruse (1986:270) は、彼が子供の時には sofa は 
settee よりも elegant であると考えられていたが、彼
の教え子の学生たちは、彼らの両親にとって settee の
方が elegant であると述べたと説明している。このよ
うに、同一物を指示する二つの語に関して、話し手に
よってそれらの語に対するイメージが違う場合がある
ことが理解できる。 
 さらに、Cruse (1986:283) は、彼が子供の時、洗濯
と料理がされていた家の中の部屋は scullery と呼ば
れていたが、父親の給料と社会的地位が上がってから、
その部屋は kitchen となり、それから、kitchenette に
なったという。また、それと同時に、the settee が the 
sofa と呼ばれるようになったと述べている。このよう
に、settee も sofa も同一物を指示する語ではあるが、
完全なシノニム関係にあるのではないということにな
る。このように、特定の社会集団が使用するsociolects 
(社会集団語) が存在するのであり、同一物を指示する
語に関して、そのイメージはある社会集団と別のそれ
との間で異なる場合があるということになる。他には、
serviettes と napkins などのペアに関してもそのよ
うな差異が存在するという。3 
                                            
2 ユースプログレッシブ英和辞典初版では、oculist は
「 ((米・英古風)) 眼科医」とあり、さらに eye-doctor が
通称であると説明されている。また、イギリス英語と
しては ophthalmologist が用いられると記載されてい
る。 
3 これらのシノニム関係は、例えば、[＋luxurious] あ
るいは [−luxurious] のような値で示すことができる
ように思われるが、最終的には、[＋evaluative] あるい
は [−evaluative] に収斂されるものと考えられる。 
 次に、fiddle と violin に関して見ることにする。英
和辞典では、fiddle は「バイオリン」の略式体とする
説明が一般的である。Chafe (1970:58) では、単に、
fiddle の方が violin に比べて elegant ではないとい
う説明がなされているが、Cruse (2011:143) ではもっ
と詳しい fiddle と violin の違いが述べられている。
Cruse (2011:143) は、fiddle と violin は絶対的なシノ
ニム ではなく、バイオリン文化の部外者である話し手
にとっては、fiddle の方が口語的であり、violinに比べ
ると恐らくおどけた (jocular) 感じがするという。しか
しながら、話し手と聞き手がともにプロのバイオリニ
ストである場合、fiddle は neutral な用語であり、全
く jocular な感じはなく、また 軽視 (disrespect) ある
いはくだけた感じ (colloquiality) もないという。それ
に対して violin は主にプロのバイオリニスト以外の
人たちによって用いられる語であるという。 
 このように、同一物に言及する場合でも、話し手が
どのような人物であるのかということが関わる語用論
的な要素に注目しなくてはいけない場合があることが
分かる。これと同じようなことは shin と fibula の関
係についても言えることであり、前者は日常レベルの
語であるが、後者は医学の専門家たちによって用いら
れているという (Cruse (2011:144)。 
 以上のように、シノニム関係にある語と語について
考察する際に、語用論的な情報も必要であることが分
かる。 
 次に、例えば、シノニム関係にある一連の語、 house、
home、dwelling、residence、abode、quarters など
の場合についてはどうであろうか。これらの名詞を並
べて記載している辞書には、例えば、The Synonym 
Finder (1978) があるが、これらの名詞の使い分けに関
する情報は記載されていない。しかし、例えば、ユー
スプログレッシブ英和辞典初版には、「house、建物と
しての家、 home、家庭が本来の意味だが、特に ((米)) 
では家として用いられることが多い。建築業者・不動
産業者などは house を home と呼んで温かみを出そ
うとする。residence は形式張った語で、一般的な家を
さすのは((まれ))」という記載があるが、dwelling、 
abode、quarters に関する記載はない。もし、 dwelling、
abode、quarters に関する情報も明らかにされていれ
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 本稿の目的は、シノニム情報が豊富な複数の英和辞
典に関する調査を通して、今後の英和辞典においてど
のようなシノニムのどのような情報が必要であるかを
考察することである。特に、「意味的情報」「語用論的
情報」「語法・文法」の観点から、名詞、形容詞、副詞、
前置詞、動詞と動詞句の順にシノニム関係にある語
（句）に関する検討を通して、今後の英和辞典におけ
るシノニム記述がどうあるべきか考察を試みる。 
 
2.  シノニムに関して 
 シノニム関係にあるとされる語や語句は無数にある
が、絶対的なシノニム (absolute synonyms) はごくま
れであると言われている。1 例えば、Palmer (1976:89) 
は、二つの語が全く同じ意味を持つということはない
のであり、その意味において、シノニム関係にある語
は現実には存在しないと主張している。また、Lyons 
(1981:150, 1995-60-61) も、Palmer と同様に、自然言
語において絶対的なシノニム関係にある語の存在はき
わめてまれであると述べている。 
 さらに、Taylor (1995:55-6) も完全なシノニム関係あ
る語、つまりすべての文脈において交換可能な語の存
在は極めてまれであると考えているし、Kreidler 
(1998:97) も同様に、二つの語が全く同じ文脈で全く同
じ意味を持つことはあり得ないとする見解を持ってい
る。 
 このように、上記の学者に共通する見解は、絶対的
なシノニム関係にある語の存在はあってもごくまれで
あるということである。したがって、一般にシノニム
関係にあると考えられている語は、結局、「類義語」す
なわち、near-synonyms ということになる。本稿にお
いても、以下で、シノニムという用語を用いるが、
near-synonyms の意味で使用する。 
 
3.  名詞のシノニム 
 シノニム関係にある語が無数に存在するが、この節
では、名詞のシノニムに関して見ていくことにする。 
 Kearns (2000:10) も、もしAとBがシノニムである
                                            
1 Lyons (1981:150) によると、絶対的なシノニムは、
高度に特殊化された語彙に限られるという。Lyonsは、
その例として、「盲腸炎」を意味するcaecitis と 
typhlitis の例をあげている。これらの語は医学用語で
あり日常語の範疇から外れていることは明白である。 
なら、それらは同じ意味を持っていることになるが、
実際、真のシノニム性の存在というものはまれであり、
真のシノニムの例として oculist と eye-doctor をその
候補とすることができるであろうと述べている。確か
に、oculist とeye-doctor はシノニムであり、いずれも
「眼科医」の日本語訳が対応する。しかしながら、前
者は医学用語であり、後者は日常語という文体レベル
上の違いが存在する。Jaszczolt (2002:13) は、ある語
とある語がシノニム関係にあるということに対する定
義の仕方でそれらの扱いが変わると説明している。
Jaszczolt によると、ある語とある語がシノニム関係に
あるということを、それらが同一物を「指示する」こ
とと定義すれば、二つの語はシノニム関係にあると述
べることができるという。するとその場合、例えば、
oculist と eye-doctor は同じものを指示するので、そ
れらはシノニム関係にあると言えることになる。しか
し、Jaszczolt (2002:13) は、意味を sense あるいは 
concept とするならば同一性 (sameness) は排除され
ると述べている。つまり、sense や concept を射程に
入れると、二つの異なった語が完全にシノニム関係に
あるとすることはできず、異なった方言や異なった状
況下あるいは文脈で適切に使い分けられるのである。
するとこの意味では oculist と eye-doctor は、完全な
シノニム関係にあるとは言えないということになる。
辞書における情報は、当然ながら、シノニム関係にあ
るとされている語と語の使い分けを決定づける内容で
なければならない。そうすると、単に二つの語が同一
のものを指示すると説明するだけでは不十分というこ
とになる。ジーニアス英和辞典第４版では、oculist に
関して「広告・看板では eye doctor よりも好まれる」
という説明があるが、ウィズダム英和辞典第３版では、
単に「眼科医」「検眼士」という日本語が当てられてい
るのみである。また、OALD 第８版では oculist の説
明として、それに old-fashioned という表記はされて
はいるが、その説明としては単に a doctor who 
examines and treats people’s eyes とあるだけで、eye 
doctor に関する情報は見られない。私見では、oculist 
は「眼科医」、eye-doctor は「目医者」という感覚では
ないかと考えられるため、前者は formal な専門用語、
後者は informal な日常語として表記すればよいであ
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chilly と cool、big と huge、動詞では、laugh と 
chuckle、weep と sob、 break と destroy などとい
ったシノニム関係にある語との間の程度の差を不等式
で表記することができればそれらの語の違いを理解し
やすいと考えられる。 
 したがって、名詞に限られることではないが、英和
辞典において記載されるべき重要と思われる情報は、
1) 評価的であるかどうか 2) 程度の差はどうか、3) ど
のような話者がどのような場面でシノニム関係にある
複数の語の中からいずれの語を用いるか、などという
ことになろう。このような情報は、特に基本語と呼ば
れている一群のシノニム関係にある語に関して記載す
る必要があると考えられる。 
 
4. 形容詞のシノニム 
 シノニム関係にある形容詞も夥しく存在するが、名
詞の場合と同様、基本語とされている形容詞に関する
情報が特に重要である。基本的な形容詞のシノニム関
係にあるペアとして big : large、brave : courageous、
broad : wide、polite : courteous、rich : wealthy、silent : 
noiseless、small : little、tall : high soft : tenderなどの
ような例がすぐに想起されるであろう。形容詞のシノ
ニムに関しても、シノニム関係にある形容詞間の差異
として認識しておく必要のあることは、先ず、口語的
であるか、あるいは文語的であるか、評価的であるか
非評価的であるか、また、これは評価的であるか否か
ということとも連なるが、褒めているかあるいは貶し
ているかという言外の暗示的な意味、つまり含蓄 
(connotation) に関する情報が重要であろう。例えば、
同じ「痩せている」状態を述べる場合でも、thin は 
neutral な語とされているが、skinny は、人を貶した
り、軽蔑したりする (pejorative) ことを表すのに用い
られる語である。それに対して、slender は、人を褒め
る場合に用いられる語である。また、例えば、 ユース
プログレッシブ英和辞典初版は、brave と courageous 
に関して、前者は、「特に脅威に対して敢然と立ち向か
う不屈さ」を表し、後者は、「特に積極的に危険や困難
と取り組む精神」を表すと記載している。また、ウィ
ズダム英和辞典第３版では、brave に比べて 
courageous の方が「やや固い語である」というような
説明が見られる。   
 以上のようなシノニム関係にある形容詞については
「同一の例文」を用いてそれぞれの形容詞の差異を明
確にすることによりそれらの差異が理解しやすくなる
であろう。例えば、 Meg is thin. / Meg is skinny. / Meg 
is slender. のように同一の例文を用いて、それぞれの
差異に関する説明を記載すると学習者は理解しやすく
なると思われる。また、例えば、動詞に関しても、John 
damaged my car. / *John injured my car. のように同
一の例文を用いて damage と injure の違いを明示す
ると学習者にはそれらの違いが分かりやすいようにな
るであろう。 
 したがって、シノニム関係にある形容詞に関しても 
[＋evaluative] と [−evaluative] のような値を付ける
ことによって connotation に関する情報が得られるよ
うにすることが大切であると考えられる。 
 また、どの形容詞がどの語と結びつくのかというコ
ロケーション (collocation) に関する情報も重要である。
例えば、deep と profound について見ることにすると、
a deep thinker と並んで a profound thinker、deep 
effect と  profound effect 、 deep influence と 
profound effect という表現は存在するが、deep lake 
と言っても、*profound lake とは言えない。また、deep 
breath と言っても、*profound breath とは言わない 
(堀 2011: 98-9)。 
 以上のことから、deep は、抽象的な内容と物理的な
内容の両方をカバーしても profound は抽象的な内容
のみをカバーするという違いも英和辞典に記載される
べき重要な情報であると考えられる。 
 その他、pretty と handsome、rancid と addled の
ようなシノニム関係にある形容詞に関しても、それぞ
れの形容詞が結びつく名詞に違いがある。例えば、
rancid bacon、rancid butter、addled eggs、addled 
brains のようなコロケーションが通例見られるが、こ
れらの例では rancid と addled を入れ替えることは
できない (Palmer 1981:91)。また、文脈によってシノ
ニム関係にある形容詞のいずれも用いることができる
場合とそうでない場合があるが、 Lyons (1981:149) は、
そのような例として broad と wide を引き合いに出
している。例えば、He has broad shoulders. / She has 
a lovely broad smile. / The door was three feet wide. 
の例では、broad と wide は交換不可能であるが、そ
の一方で、They painted a wide/broad stripe right 
across the wall. では、 wide と broad のいずれも許
 4
ばさらに良いことは言うまでもないであろう。4 
 また、同じ名詞でも、問題になるのは抽象名詞の場
合である。例えば、affection、fondness、love などの
語とシノニム関係にある語は多数存在する。これらの
語とシノニム関係にあるとされている語には、liking、
endearment、warmth、care、affinity、friendliness、
friendship、intimacy、familiarity などがある。例え
ば、小学館オックスフォード英語類語辞典初版には、
affection と love に関する違いの記載はあるが、 
fondness に関する情報はないというのが現状である。
類語辞典においては affection、love、fondness の三語
間の相違点が明記されていることが望ましい。 
 ところで、英語にはGermanic系と Romance 系の
語彙、すなわち、OE起源とFrench起源からの語彙が
あることが知られているが、例えば、次のようなシノ
ニム関係にあるペアに関してはどうであろうか。前者
が OE 起源で後者が French 起源の語であるが次の各
ペアの語がその例である： ache : pain、altitude : 
height、 center : middle、 cord : string、dale : valley、 
error : mistake、 folk : people、 freedom : liberty、 
force : strength、 labor : work、pace : step、sight : 
vision、pail : bucket、motor : engine。5 これらのペア
についての差異に関する情報も必要であろう。多数の
シノニム関係にある名詞が存在するが、辞書において
必要と思われる情報は、いわゆる基本語と呼ばれてい
る語群間に見られるシノニム性の中に潜む微妙な差異
の抽出ということに尽きるのではないだろうか。[＋
emotive] のような情意を表す daddy とそうではない 
fatherや、同様の関係を示すとされる pussy と cat 、
baby と infant などの関係についての情報はたいて
いの辞書に記載されているし、何がしかのシノニム関
                                            
4 statesman と politician、postman と mailman な
どに関しては、statesmanには、 [+evaluative] の値
が、また、politicianには [−evaluative] の値が付与さ
れていることや、また postman は、イギリス英語で
あり、mailmanは、アメリカ英語であるというような
情報はたいていの辞書に記載されてはいる。 
5 Evans and Green (2006:210-211) によると、pail は
金属製か木製であり得るが、プラスチック製ではない。
また、子供用の小さなバケツは pail として描写される
ことはなく、a child’s small bucket のように表現され
るという。このような情報も英和辞典でコンパクトに
記載されていてもよいであろう。 
係にあるペアが formal であるか、informal であるか
という情報もたいていの辞書で見いだせるが、具体的
には、評価的であるかそうでないか、高級感があるか
ないか、などの各名詞に付与できる「評価」は可能な
限り明記されるべきであろう。 
 また、例えば、同じ「権利」「権限」を意味する right 
と authority の違いについて、前者は「個人的な権利・
権限」を意味するのに用いられるのに対して、authority 
は「公的な権利・権限」の意味で用いられるのが通例
であるといった情報 (Liu 2013:79) も辞書において記
載されていると便利であろう。 
 さらに、matrimony、marriage、及び wedlock に
関して、marriage は、法律の領域で用いられること、
また、wedlock は、宗教の領域で用いられること、 
matrimony は、法律と宗教の両方にまたがって使用さ
れることがあるというような register の情報も重要
であると考えられる (Stanojević 2009:199)。また、
referee と umpire の違いとして、審判員が移動する
かあるいは静止しているかというような違いに関する
記載も重要であろう。6 このような情報も英和辞典に反
映されていることが望ましいと思われる。 
 最後に、fog、haze、mist や forest、woods、grove 
などに見られる「程度」の差に関する情報も必要であ
る。具体的には、mist は haze よりも濃く、fog より
も薄いとされているので、例えば、 fog > mist > haze 
のように表記すると程度の差が分かりやすいように思
われる。また、forest と woods では、forest の方が 
woodsよりも規模が大きいが、grove は woodsよりも
規模が小さいとされているので、forest > woods > 
grove のような表記が分かりやすいであろう。このよ
うに、「程度」の差を示すのに、不等式の記号を用いれ
ばシノニム関係にある語間の程度の違いが理解しやす
いように思われる。 
 実際、これは名詞だけに限ったことではなく、形容
詞や動詞に関しても「程度」の差の違いに言及する必
要がある。例えば、名詞では、disaster と catastrophe、
foe と enemy、bough と twig、 package とparcel、
channel と strait、形容詞では、hot と scorching、
                                            
6 実際、ジーニアス英和辞典第４版のように、どのよう
な種類のスポーツでいずれの単語が用いられるかにつ
いての情報が具体的に記載されている辞典もないこと
はない。 
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chilly と cool、big と huge、動詞では、laugh と 
chuckle、weep と sob、 break と destroy などとい
ったシノニム関係にある語との間の程度の差を不等式
で表記することができればそれらの語の違いを理解し
やすいと考えられる。 
 したがって、名詞に限られることではないが、英和
辞典において記載されるべき重要と思われる情報は、
1) 評価的であるかどうか 2) 程度の差はどうか、3) ど
のような話者がどのような場面でシノニム関係にある
複数の語の中からいずれの語を用いるか、などという
ことになろう。このような情報は、特に基本語と呼ば
れている一群のシノニム関係にある語に関して記載す
る必要があると考えられる。 
 
4. 形容詞のシノニム 
 シノニム関係にある形容詞も夥しく存在するが、名
詞の場合と同様、基本語とされている形容詞に関する
情報が特に重要である。基本的な形容詞のシノニム関
係にあるペアとして big : large、brave : courageous、
broad : wide、polite : courteous、rich : wealthy、silent : 
noiseless、small : little、tall : high soft : tenderなどの
ような例がすぐに想起されるであろう。形容詞のシノ
ニムに関しても、シノニム関係にある形容詞間の差異
として認識しておく必要のあることは、先ず、口語的
であるか、あるいは文語的であるか、評価的であるか
非評価的であるか、また、これは評価的であるか否か
ということとも連なるが、褒めているかあるいは貶し
ているかという言外の暗示的な意味、つまり含蓄 
(connotation) に関する情報が重要であろう。例えば、
同じ「痩せている」状態を述べる場合でも、thin は 
neutral な語とされているが、skinny は、人を貶した
り、軽蔑したりする (pejorative) ことを表すのに用い
られる語である。それに対して、slender は、人を褒め
る場合に用いられる語である。また、例えば、 ユース
プログレッシブ英和辞典初版は、brave と courageous 
に関して、前者は、「特に脅威に対して敢然と立ち向か
う不屈さ」を表し、後者は、「特に積極的に危険や困難
と取り組む精神」を表すと記載している。また、ウィ
ズダム英和辞典第３版では、brave に比べて 
courageous の方が「やや固い語である」というような
説明が見られる。   
 以上のようなシノニム関係にある形容詞については
「同一の例文」を用いてそれぞれの形容詞の差異を明
確にすることによりそれらの差異が理解しやすくなる
であろう。例えば、 Meg is thin. / Meg is skinny. / Meg 
is slender. のように同一の例文を用いて、それぞれの
差異に関する説明を記載すると学習者は理解しやすく
なると思われる。また、例えば、動詞に関しても、John 
damaged my car. / *John injured my car. のように同
一の例文を用いて damage と injure の違いを明示す
ると学習者にはそれらの違いが分かりやすいようにな
るであろう。 
 したがって、シノニム関係にある形容詞に関しても 
[＋evaluative] と [−evaluative] のような値を付ける
ことによって connotation に関する情報が得られるよ
うにすることが大切であると考えられる。 
 また、どの形容詞がどの語と結びつくのかというコ
ロケーション (collocation) に関する情報も重要である。
例えば、deep と profound について見ることにすると、
a deep thinker と並んで a profound thinker、deep 
effect と  profound effect 、 deep influence と 
profound effect という表現は存在するが、deep lake 
と言っても、*profound lake とは言えない。また、deep 
breath と言っても、*profound breath とは言わない 
(堀 2011: 98-9)。 
 以上のことから、deep は、抽象的な内容と物理的な
内容の両方をカバーしても profound は抽象的な内容
のみをカバーするという違いも英和辞典に記載される
べき重要な情報であると考えられる。 
 その他、pretty と handsome、rancid と addled の
ようなシノニム関係にある形容詞に関しても、それぞ
れの形容詞が結びつく名詞に違いがある。例えば、
rancid bacon、rancid butter、addled eggs、addled 
brains のようなコロケーションが通例見られるが、こ
れらの例では rancid と addled を入れ替えることは
できない (Palmer 1981:91)。また、文脈によってシノ
ニム関係にある形容詞のいずれも用いることができる
場合とそうでない場合があるが、 Lyons (1981:149) は、
そのような例として broad と wide を引き合いに出
している。例えば、He has broad shoulders. / She has 
a lovely broad smile. / The door was three feet wide. 
の例では、broad と wide は交換不可能であるが、そ
の一方で、They painted a wide/broad stripe right 
across the wall. では、 wide と broad のいずれも許
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話し手の確信度の違いを不等式を用いて明示すると学
習者は理解しやすいであろう。例えば、Oxford 
Learner’s Thesaurus (OLT) のようなシノニム辞典な
どを参考にすることによって、シノニム関係にある副
詞に関する話し手の確信度の程度の違いを記述するこ
とは可能であろう。OLT から得られる情報に基づくと、
確信度の強い順に並べてみると、probably > likely > 
maybe > perhaps > possibly という風になるものと考
えられ、すでに述べたように、このような表記の仕方
で英和辞典に記載するという方法も有効であるように
思われる。 
 この節では、特にonly、just、merely に的を絞って
それらの違いについて考察したが、only、just、merely
以外のシノニム関係にある副詞に関しても、おのおの
の副詞の特徴を浮き彫りにするために、それぞれの副
詞に関して、どのような統語上、意味上あるいは語用
論上の違いがあるのかを調査し、その結果をまとめる
という作業が必要になるであろう。 
 以上のように、英和辞典には見あたらない欧米の学
術論文で論ぜられているような情報だけではなく、英
米の英英辞典や類義語辞典などに記載されている情報
も調査した上で整理し、さらに、整理した内容が有効
であるかどうかを様々なコーパスで確認した上でその
情報を要領よくまとめて英和辞典に記載することが必
要であろう。 
 
6.  前置詞のシノニム 
 この節では、Taylor (1988) で議論されている over 
と above に関して見ていくことにしよう。Taylor 
(1988:308) は、He lives over me. とHe lives above 
me. を例にあげ、たいていの英語の母国語話者は両者
の意味の違いをほとんど認めることはないと述べてい
る。しかし、Taylor (1988:312) によると、above に関
しては、単にトラジェクタ  ー (trajector、以後 TR) が
ランドマーク (landmark以後LM) よりも高いレベル
にある (at a higher level than the LM) ことを示すが、
over は above よりも多くの意味上のニュアンスを保
持しているという。8 前置詞 over は、これらのニュア
                                            
8 ゲシュタルト心理学では、注目しているモノは図 
(figure)、背景となるモノは地 (ground) と呼ばれてい
るが、Taylor (1988) は、図をトラジェクター、地をラ
ンドマークと呼んでいる。  
ンスを活用し拡大し、その結果、中心的である 
“superior to, not in contact with” の意味を弱めてしま
っているという。一方、above は、higher TR と LM
には接触がないということをただ示しているのではな
く、TRとLMが分離していること (separateness) を
表しているという。Taylor (1988:313) は、over を使
用すると単に he は me よりも上階に住んでいるとい
うことを表すだけではなく  me の真上の階に 
(directly vertical to me) 住んでいることを表すとして
いる。9 
 また、 over を用いると 上階に住んでいる人の物音
に悩まされる度合いは、above よりも高いという。言
い換えると、over を伴うことで TR が LM に影響を
与える可能性が感じられることになるという(with 
over the TR is capable of “affecting” the LM)。 
 Taylor (1988:313) は、同様の説明が The lamp 
hangs above the table. と The lamp hangs over the 
table. についても適用できるとして、“The lamp hangs 
above the table merely locates the lamp with respect 
to the table. Over, in the same context, implies in 
addition a functional relation. By virtue of its 
position, the lamp is also able to “affect” the table, i.e. 
it can illuminate it.” と述べている。要するに、above 
は単に「〜の上に」という位置関係に言及するにとど
まるが、over には LMに「影響を与える」意味が感じ
られるということであり、何かモノを書くためのテー
ブル (writing table) にランプをその上に取り付ける
とすれば、当然明かりがしっかりとテーブル全体に行
き届くような状態が好ましい (the table is fully 
illuminated)。つまり、十分にランプの影響下にある状
態が望ましい (is fully under the influence of the 
lamp) ということである。したがって Move the lamp 
down over (*above) the table. では、over は容認され
るが above は不適格であることも頷けるわけである。  
 このように、シノニム関係にある above と over に
関して、上で見たような違いが観察されるわけである。 
 この節で例に取り上げた above と over の場合と
同様に、他のシノニム関係にあるペアの前置詞 (e.g. 
                                            
9 Taylor (1988:313) によると、 He lives ten floors 
above (*over) me. においては、above だけが容認可能
である。 
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されると説明している。このような例が多く存在する
と想像されるが、どのような場合に broad と wide が
同じように使えるのか、またどのような場合に使い分
けがなされるのかという情報が重要であることになる。
そこで問題になるのは、それぞれの形容詞が持つと思
われる「核」あるいは「中心義」となる意味は何かと
いうことであろう。この問題は簡単ではないが、今後、
コーパスや文法書、英英辞典などから得られる情報か
ら割り出していかなければならない重要事項であると
考えられる。 
 これも形容詞に限ることではないが、以上のように、
同一例文における文体上の差や connotation の差を明
示して、それぞれのシノニム関係にある形容詞の違い
に言及できるような情報が英和辞典で必要であること
になる。 
 また、これも形容詞に限ることではないが、日本語
と英語の意味やニュアンスのずれに関する情報も重要
である。例えば、You’re lucky. は、日本語に訳すと、「ラ
ッキーですね。」となり、日本語の感覚では良い意味に
解釈されるが、英語では、「実力もないのにうまくいっ
たね。」というニュアンスをしばしば含むということが
ある（南出 2001: 18）。またShe is naïve. を「彼女は
ナイーブだ。」と訳すと、純粋で傷つきやすい人の描写
となり、時としてそのような解釈も可能ではあるが、
実際には多くの場合「世間知らず」というマイナス評
価の意味で naïve が用いられるというような情報も重
要である。このような情報はコミュニケーションとい
うことを考えると極めて重要な情報であることは明ら
かであろう。すでに上でも述べたように、頻度の高い
コロケーションの情報が重要であり、単にシノニム関
係にある形容詞の微妙な意味的な違いに言及するだけ
ではなく、この方面の語用論的な情報の記載が英和辞
典において重要であることになる。 
 
5.  副詞のシノニム 
名詞、形容詞に並んで副詞に関しても、シノニム関 
係にある語は多数存在する。例えば、fast と quickly、 
almost と nearly、あるいは、 recently と lately な
どのペアに関しては、小西 (1976:232-235) や田中 
(1992:194-197) においてそれらの違いが説明されてい 
る。7 しかし、only と merely に関しては、小西 (1976) 
や田中 (1992) には、それらの違いに関して説明はない。
only と merely の違いは、両者の違いに関して議論し
ている論文から伺い知ることができる場合がある。例
えば、Wierzbicka (1986) には、only、merely、just な
どに関する論考がある。彼女は、It is just a game. と It 
is merely a game. を例にあげ、 just a game は、単な
るゲームに過ぎないこと、また、例えば、serious 
business というよりもgameという語がまさにうって
つけの言葉であるといったことを含意しているが、
merely a game は、 game を取るに足らないもの、重
要ではないものとして退けていることを表していると
いう。また、 only は、何かについて neutral (中立的
な) 態度を、merely は、何かについて depreciative (侮
蔑的な) な態度を表明するのに用いられるが、just は、
mildly positive interpretation (控えめに肯定的 [積極
的] な解釈) を許すと Wierzbicka は主張している。ま
た、Wierzbicka は、統語情報としては、命令文で許さ
れるのは just と only に限られ、merely は許されな
いという指摘もしている。例えば、 Bring just two. や 
Bring only two. とは言っても、*Bring merely two. と
は言わないし、Just a moment. とは言っても、*Merely 
a moment. とは言わない。 
 以上の内容をまとめてみると、only は、文中で特定
されている以外のメンバー（成員）は叙述の対象から
外されていることを述べる場合に用いられるが、あく
までも中立的に用いられる。しかし、merely は、何が
しかのものを侮蔑的なものと見なしているという含意
があり、また、just は人に安心を与えたり、弁護した
り、弁解したりする意味を穏やかに肯定する意味を表
すということになる。このように、シノニム関係にあ
る only、merelyそして just に関しても、それぞれの
語が違う意味あるいはニュアンスを表すので、それぞ
れの副詞が、いわば、相補分布をなしているというこ
とになろう。 
 また、例えば、 probably、perhaps、possibly、likely、
maybe などのような蓋然性を表す一連のシノニム関
係にある副詞が存在するが、これらの副詞に関しては、
                                            
7 Cruse (1986:269) は、例えば、He looks almost 
Chinese. は、He looks nearly Chinese. に比べると 
more normal であると述べている。 
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話し手の確信度の違いを不等式を用いて明示すると学
習者は理解しやすいであろう。例えば、Oxford 
Learner’s Thesaurus (OLT) のようなシノニム辞典な
どを参考にすることによって、シノニム関係にある副
詞に関する話し手の確信度の程度の違いを記述するこ
とは可能であろう。OLT から得られる情報に基づくと、
確信度の強い順に並べてみると、probably > likely > 
maybe > perhaps > possibly という風になるものと考
えられ、すでに述べたように、このような表記の仕方
で英和辞典に記載するという方法も有効であるように
思われる。 
 この節では、特にonly、just、merely に的を絞って
それらの違いについて考察したが、only、just、merely
以外のシノニム関係にある副詞に関しても、おのおの
の副詞の特徴を浮き彫りにするために、それぞれの副
詞に関して、どのような統語上、意味上あるいは語用
論上の違いがあるのかを調査し、その結果をまとめる
という作業が必要になるであろう。 
 以上のように、英和辞典には見あたらない欧米の学
術論文で論ぜられているような情報だけではなく、英
米の英英辞典や類義語辞典などに記載されている情報
も調査した上で整理し、さらに、整理した内容が有効
であるかどうかを様々なコーパスで確認した上でその
情報を要領よくまとめて英和辞典に記載することが必
要であろう。 
 
6.  前置詞のシノニム 
 この節では、Taylor (1988) で議論されている over 
と above に関して見ていくことにしよう。Taylor 
(1988:308) は、He lives over me. とHe lives above 
me. を例にあげ、たいていの英語の母国語話者は両者
の意味の違いをほとんど認めることはないと述べてい
る。しかし、Taylor (1988:312) によると、above に関
しては、単にトラジェクタ  ー (trajector、以後 TR) が
ランドマーク (landmark以後LM) よりも高いレベル
にある (at a higher level than the LM) ことを示すが、
over は above よりも多くの意味上のニュアンスを保
持しているという。8 前置詞 over は、これらのニュア
                                            
8 ゲシュタルト心理学では、注目しているモノは図 
(figure)、背景となるモノは地 (ground) と呼ばれてい
るが、Taylor (1988) は、図をトラジェクター、地をラ
ンドマークと呼んでいる。  
ンスを活用し拡大し、その結果、中心的である 
“superior to, not in contact with” の意味を弱めてしま
っているという。一方、above は、higher TR と LM
には接触がないということをただ示しているのではな
く、TRとLMが分離していること (separateness) を
表しているという。Taylor (1988:313) は、over を使
用すると単に he は me よりも上階に住んでいるとい
うことを表すだけではなく  me の真上の階に 
(directly vertical to me) 住んでいることを表すとして
いる。9 
 また、 over を用いると 上階に住んでいる人の物音
に悩まされる度合いは、above よりも高いという。言
い換えると、over を伴うことで TR が LM に影響を
与える可能性が感じられることになるという(with 
over the TR is capable of “affecting” the LM)。 
 Taylor (1988:313) は、同様の説明が The lamp 
hangs above the table. と The lamp hangs over the 
table. についても適用できるとして、“The lamp hangs 
above the table merely locates the lamp with respect 
to the table. Over, in the same context, implies in 
addition a functional relation. By virtue of its 
position, the lamp is also able to “affect” the table, i.e. 
it can illuminate it.” と述べている。要するに、above 
は単に「〜の上に」という位置関係に言及するにとど
まるが、over には LMに「影響を与える」意味が感じ
られるということであり、何かモノを書くためのテー
ブル (writing table) にランプをその上に取り付ける
とすれば、当然明かりがしっかりとテーブル全体に行
き届くような状態が好ましい (the table is fully 
illuminated)。つまり、十分にランプの影響下にある状
態が望ましい (is fully under the influence of the 
lamp) ということである。したがって Move the lamp 
down over (*above) the table. では、over は容認され
るが above は不適格であることも頷けるわけである。  
 このように、シノニム関係にある above と over に
関して、上で見たような違いが観察されるわけである。 
 この節で例に取り上げた above と over の場合と
同様に、他のシノニム関係にあるペアの前置詞 (e.g. 
                                            
9 Taylor (1988:313) によると、 He lives ten floors 
above (*over) me. においては、above だけが容認可能
である。 
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までもないことであろう。 
 
8.  動詞句のシノニム 
 この節では、シノニム関係にある動詞句について若
干見ておくことにする。例えば、take down と write 
down は、いずれも「書き留める」を意味するが、take 
down は、「特に人の言うことを書き留める」を意味す
る。一方 write down は、「忘れないようにするために
何かを書き留める」を意味する。いずれも「書き留め
る」と日本語に訳されるが、微妙に使われ方が違うの
で、英和辞典では、同一例文の中でこのペアの違いの
説明がなされている類語ノートのコーナーがあればよ
いであろう。 
 ある英和辞典で、look through は、「（書類・本など
に）さっと目を通す」を意味し、go through は「（書
類などに）目を通す」を意味する、とある。しかし、
McCarthy and O’Dell (2004:44) では、If you look 
through something, you read it quickly and not very 
carefully. と説明されており、また、If you go through 
something, you carefully read or discuss it to make 
sure that it is correct. と説明されている。したがって、
英和辞典の中では go through の日本語訳は、「（書類
などに）注意深く目を通す」とした方がよいであろう。
そして、look through と go through に関してもHe 
looked through the document. / He went through the 
document. のように、同一例文をあげ、類語ノートの
コーナーを設けて微妙な意味の違いを説明しておくの
が望ましいように思われる。 
 さらに、例えば、pull down と tear down はいずれ
も「取り壊す」を意味するが、tear down の方が取り
壊される様子に乱暴さが伴うイメージが強いようであ
る。この他、微妙な意味の違いが認められる lay into : 
run down や speak up : speak out のようなシノニム
関係にある動詞句は他にも多数存在するものと予想さ
れるが、それらを同一例文の中で比較し微妙な意味的
な差異を示す必要があると考えられる。 
 次に、動詞句と動詞がシノニム関係になっている例
について見てみよう。Cruse (1986:276) は、He went 
on complaining about it for hours afterward. と He 
continued complaining about it for hours afterwards. 
を例にあげ、go on は、informal style であるが、
continue は formal styleであり、go on の方が感情を
表す力が強いようだと説明している。 
 また、Cruse (1986:276) は、 Public opinion has been 
seriously misled by the stream of lies and half-truths 
the management has been putting out over the last 
few months. と Public opinion has been seriously 
misled by the stream of lies and half-truths the 
management has been issuing over the last few 
months. を例にあげ、 put out は、 informal style で
あり、一方 issue は formal style であるが、 put out
の方が、感情を表す力が強いようだと述べている。こ
のようなシノニム関係にある単一の動詞と動詞句の意
味的な違いや用いられる場面の違いに関する情報も英
和辞典に記載する必要があろう。 
 また、例えば、happen と take place について井上 
(2001:48) は、次のような違いを指摘している。すなわ
ち、happen は、発生する出来事が accident のように
前後の事象とは無関係に偶然によって起こるという
「偶然性」に重点が置かれている場合に選択される可
能性が高く、その一方で take placeは、発生する出来
事をある程度見つめ直し、その因果関係について客観
的な判断を下そうとする場合に選択される傾向が高く
なるという。したがって、take place は、通例、予定
されていたことや計画されていたことが起こることを
表すのに用いられることが多いということになろう。
実際、happen と take place に関する情報は、それら
の違いが簡潔に記載されている英和辞典も存在するが、
これらの動詞に関しても、同一例文を用いた形で記載
されると役立つように思われる。このように、シノニ
ム関係にある動詞に関する情報をある程度得ることが
できる場合もあるが、この他、シノニム関係にある思
考動詞と呼ばれる一群の動詞 (e.g. consider, think, 
contemplate, presume, suppose, etc) の間の違いに関
する情報は、現行の英和辞典ではあまり得ることがで
きないように思われる。例えば、このような動詞に関
しても、類義語コーナーを設定してそれらの違いにつ
いて説明がなされれば便利であろう。 
 
9.  おわりに 
以上のように、名詞、形容詞、副詞、前置詞、動詞、 
動詞句のシノニムに関して考察を行った。 
 英和辞典において、どのようなシノニムのどのよう
な情報が必要であるかをまとめてみると以下のように
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on : upon, till : until, of : about) などに関しても、論
文・文法書・コーパスなどに基づいて従来の各語の意
味的・語用論的な違いに関する説明を精緻にした情報
が必要であろう。今後の英和辞典の質をより高くする
ためには、このような情報の充実が望まれるところで
ある。 
 
7.  動詞のシノニム 
例えば、accept : receive、 beat : hit、 chuckle : giggle、 
drink : quaff などのシノニム関係にあるそれぞれのペ
アに関して、英和辞典でそれぞれのシノニム関係にあ
る動詞の違いをある程度確かめることができる。例え
ば、accept a gift は、「贈り物を受け入れる」ことを意
味するが、receive は、単に「受け取る」を意味するの
で、receive a gift は、「贈り物を受け取る」ことを意味
するだけなので、それを返す可能性を含むことになる。
また、同じ「打つ・たたく」を意味する beat と hit に
関して、前者は連続してたたくことを意味し、後者は
一回限りたたくことを意味するという情報も英和辞典
で得ることができる。この他、chuckle と giggle また 
drink と quaff の違いについても、英和辞典で調べる
ことが可能である。しかしながら、文法情報やコノテ
ーションに関する情報については英和辞典では得るこ
とが難しい場合がある。例えば、pursue と chase に
関しては、pursue knowledge と言えても *chase 
knowledge とは言えない。また chase a wasp out of 
the plum jam と言えても *pursue a wasp out of the 
plum jam とは言えない (Aichison 1994: 90)。 
 また hide と conceal に関して、hide には、容認の
態度が含意されているが、それに対して conceal には
非難の態度が含意されているという (Palmer 1981:90)。
すなわち、concealは hide と違って不正や犯罪を想起
させる動詞であり、両者にはコノテーションの違いが
認められる。また、統語的には、hide には自動詞用法
がある (We hid in the attic.) が、conceal には自動詞
用法がないので、*We concealed in the attic. とは言え
ないことが指摘されている (Kreidler 1998:98)。 
 尚、kill と murder に関しては、たいていの英和辞
典でそれらの使い分けが記載されているので問題はな
いように思われるが、衣笠 (2001:22) は、They 
murdered my fucking cat! の例をあげ、感情的に人を
非難する場合には、murder の目的語に人ではなく動
物が用いられることもあることを指摘している。また、
衣笠 (2001:22) は、英米のコーパスでの調査に基づい
て、brutally killed のようなコロケーションの例はほ
とんどなく、brutally murdered のコロケーションの
例が普通であることを報告している。 
 この他、衣笠 (2001:31-2) は、rob と steal の違い
について、前者は「他人のその時点での金目の所有物
（の多く）を（不正な手段を用いて）奪い取る」こと、
後者は、特にこっそり、巧妙にすきに乗じて取る行為
を表し、「人に気づかれずに、他人のものを不正に自分
のものにする」ことを表すと説明している。このよう
な rob と steal の違いに関する説明は有用であるよ
うに思われる。衣笠 (2001) で述べられているこのよう
な情報も追加的説明として、英和辞典に記載されるべ
きであろう。 
 上記のような事例に加えて、梅咲 (2013:40) では、
様々なコーパス調査に基づいて explore、investigate、
examine 及び analyze に関する分析がなされている。
梅咲 (2013:40) によると、explore は、「まだ存在する
かどうかその中身が不明なものを求めて広範囲に調べ
ること」、investigate は、「すでに基礎となるものは存
在し、それについてのさらなる情報を求めて広く綿密
に調べること」、examine は、「すでに存在するもの自
体を調べて新たな情報を得ること」、analyze は、「す
でに存在する中立的・客観的事物を客観的手法で細分
化し調べること」をそれぞれが表すとしている。この
ようなコーパスを通じての分析に基づく説明も有用で
あると思われる。このような分析から得られる情報も
英和辞典に加えていくことが必要であると考えられる。  
 以上のように、シノニム関係にある動詞に関しても、
コロケーション、語法・文法に関する情報が必要であ
ることが確認できる。 
 この他、例えば abandon と desert、depart と 
leave、increase と augment、lament と deplore、
overcome と  conquer、put と  place、reject と
repudiate、shine と twinkle、surprise と astonish
などのようなシノニム関係にある動詞が存在するが、
これらの動詞は、現行の英和辞典ではあまり扱われて
いない。したがって、上記のようなシノニム関係にあ
る動詞に関しても、「程度」や「様態」の差異に関する
情報が必要であるだけでなく、それらの文法情報に関
する調査と分析もなされなければならないことは言う
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までもないことであろう。 
 
8.  動詞句のシノニム 
 この節では、シノニム関係にある動詞句について若
干見ておくことにする。例えば、take down と write 
down は、いずれも「書き留める」を意味するが、take 
down は、「特に人の言うことを書き留める」を意味す
る。一方 write down は、「忘れないようにするために
何かを書き留める」を意味する。いずれも「書き留め
る」と日本語に訳されるが、微妙に使われ方が違うの
で、英和辞典では、同一例文の中でこのペアの違いの
説明がなされている類語ノートのコーナーがあればよ
いであろう。 
 ある英和辞典で、look through は、「（書類・本など
に）さっと目を通す」を意味し、go through は「（書
類などに）目を通す」を意味する、とある。しかし、
McCarthy and O’Dell (2004:44) では、If you look 
through something, you read it quickly and not very 
carefully. と説明されており、また、If you go through 
something, you carefully read or discuss it to make 
sure that it is correct. と説明されている。したがって、
英和辞典の中では go through の日本語訳は、「（書類
などに）注意深く目を通す」とした方がよいであろう。
そして、look through と go through に関してもHe 
looked through the document. / He went through the 
document. のように、同一例文をあげ、類語ノートの
コーナーを設けて微妙な意味の違いを説明しておくの
が望ましいように思われる。 
 さらに、例えば、pull down と tear down はいずれ
も「取り壊す」を意味するが、tear down の方が取り
壊される様子に乱暴さが伴うイメージが強いようであ
る。この他、微妙な意味の違いが認められる lay into : 
run down や speak up : speak out のようなシノニム
関係にある動詞句は他にも多数存在するものと予想さ
れるが、それらを同一例文の中で比較し微妙な意味的
な差異を示す必要があると考えられる。 
 次に、動詞句と動詞がシノニム関係になっている例
について見てみよう。Cruse (1986:276) は、He went 
on complaining about it for hours afterward. と He 
continued complaining about it for hours afterwards. 
を例にあげ、go on は、informal style であるが、
continue は formal styleであり、go on の方が感情を
表す力が強いようだと説明している。 
 また、Cruse (1986:276) は、 Public opinion has been 
seriously misled by the stream of lies and half-truths 
the management has been putting out over the last 
few months. と Public opinion has been seriously 
misled by the stream of lies and half-truths the 
management has been issuing over the last few 
months. を例にあげ、 put out は、 informal style で
あり、一方 issue は formal style であるが、 put out
の方が、感情を表す力が強いようだと述べている。こ
のようなシノニム関係にある単一の動詞と動詞句の意
味的な違いや用いられる場面の違いに関する情報も英
和辞典に記載する必要があろう。 
 また、例えば、happen と take place について井上 
(2001:48) は、次のような違いを指摘している。すなわ
ち、happen は、発生する出来事が accident のように
前後の事象とは無関係に偶然によって起こるという
「偶然性」に重点が置かれている場合に選択される可
能性が高く、その一方で take placeは、発生する出来
事をある程度見つめ直し、その因果関係について客観
的な判断を下そうとする場合に選択される傾向が高く
なるという。したがって、take place は、通例、予定
されていたことや計画されていたことが起こることを
表すのに用いられることが多いということになろう。
実際、happen と take place に関する情報は、それら
の違いが簡潔に記載されている英和辞典も存在するが、
これらの動詞に関しても、同一例文を用いた形で記載
されると役立つように思われる。このように、シノニ
ム関係にある動詞に関する情報をある程度得ることが
できる場合もあるが、この他、シノニム関係にある思
考動詞と呼ばれる一群の動詞 (e.g. consider, think, 
contemplate, presume, suppose, etc) の間の違いに関
する情報は、現行の英和辞典ではあまり得ることがで
きないように思われる。例えば、このような動詞に関
しても、類義語コーナーを設定してそれらの違いにつ
いて説明がなされれば便利であろう。 
 
9.  おわりに 
以上のように、名詞、形容詞、副詞、前置詞、動詞、 
動詞句のシノニムに関して考察を行った。 
 英和辞典において、どのようなシノニムのどのよう
な情報が必要であるかをまとめてみると以下のように
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なるであろう。 (1) advice と  tip, obstinate と 
stubborn, あるいは conquer と overcome のように
現行の英和辞典に記載されていないシノニム関係にあ
る基本単語のペア (あるいは三つ以上の語) のコノテ
ーションの違いを明示することが必要である。(2) 
anger < fury, tired < weary < exhausted, probably 
<presumably < doubtless, push < press < coerce のよ
うに、シノニム関係にある語の間に見られる「程度」
の違いを不等式で明示すると理解に役立つ。(3) We hid 
in the attic. は文法的な文であるが、*We concealed in 
the attic. は非文法的であること、あるいは、同一の文
を用いて、Great importance is placed on education. / 
*Great importance is put on education. のように文法
情報の提供が必要である。(4) シノニム関係にあるそれ
ぞれの語のコロケーションに関する情報を充実させる
必要がある。(5) 現行の英和辞典に記載されていないシ
ノニム関係にある動詞に関しては、それぞれの語が表
す「様態」や「用法」の違いを説明する必要がある。
また、シノニム関係にある動詞句 (e.g. pull down : tear 
down, lay into : run down) の微妙な意味の違いを表
示する必要がある。(6) 上で見た fiddle と violin、
bucket と pail、あるいは begin とcommenceなどの
場合のように、それぞれの語がどのような場面で誰に
よって誰に発せられるかといった「語用論的な情報」
の提供も必要である。(7) 例えば、thin、 slender、
skinny の場合のように、シノニム関係にある形容詞に
関しては、評価的かあるいは非評価的であるかを明示
することによってそれぞれの語の適切な使用につなが
るであろう。 
 英和辞典におけるシノニムに関する記述に関して、
少なくとも上記の７項目を満たしている英和辞典が現
行の英和辞典よりもより良く有用であると言うことが
できるであろう。 
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